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はじめに

『合計特殊出生率』1）この専門用語が今や
日常生活の中にすっかり入り込んできている。
2003年に過去最低の 1.29 を記録したことが
ニュース番組や新聞で大きくとりあげられ，少
子化は時代のキーワードの1つになっている。
人口を維持するのに必要とされる『合計特

殊出生率』は 2.08 である。それを大きく割り
込んで，政府は「少子化対策」の掛け声をか
けてきた。にもかかわらず，出生率は下がり
続け，年金などの社会保障制度がこのままで
は崩壊してしまうという懸念と結びついて，
少子化が社会問題としてクローズアップされ
ることとなった。
少子化の直接の要因は，結婚をする年齢が

遅くなっていること，一生結婚しない人が増
えていること，それに結婚した夫婦が生む子
どもの人数が少なくなっていることである。
厚生労働省の人口動態統計によれば，初婚年
齢は 1974年には男性27.0歳，女性24.7歳だっ
たが，2004年には男性29.6歳，女性27.8歳と
なり，晩婚化が進んだ。
また，国勢調査によると，50歳の時点で，

一度も結婚していない人の割合（生涯未婚率）
は，1970年には男性1.7%，女性3.3% だった
が 2000年には男性12.6%，女性5.8% と増加
し，非婚化も進んでいる。夫婦が生む子ど
もの人数（夫婦出生率）は，2002年の「出生
動向基本調査」では，結婚後15年から 19年

たった夫婦（子どもをほぼ産み終わった夫婦）
の平均の子どもの数は 2.23人で 20年前と変
わっていないものの，結婚後5年から 9年の
夫婦では平均の子どもの数が 1.95人から 1.71
人に減少しており，今後は，最終的に一人っ
子，または子どもを持たない夫婦が少しずつ
増えていくことが予想される。
こうした人口動態的な変化の背景には，

人々の意識や価値観の変化がある。例えば
1999年に出版されベストセラーとなった『パ
ラサイト・シングルの時代』の著者である社
会学者の山田昌弘は「学卒後，親と同居し，
基礎的生活条件を親に依存している未婚者」
をパラサイト・シングルと呼んで，若者た
ちが結婚しない理由を「結婚すると豊かさを
失う」からと説明した 2）。また，2004年には
エッセイストの酒井順子の『負け犬の遠吠え』
がベストセラーになり，「30代，未婚，子ど
もなし」の女性のライフスタイルをめぐって，
様々な論議を呼んだ 3）。
2004年の 12月に実施した「現代日本人の

ライフスタイル調査」では，晩婚化や非婚化
などに関して考える材料となるデータが得ら
れ 2005年5月号で報告した 4）。ここでは，30
代に焦点をあてて，再度データを分析した結
果を報告する。
平均初婚年齢は 30歳に近く，さらに人口

動態統計によると，初産件数に占める 30代
の割合は，2000年には 44% まで増え，出産
時の平均年齢は 30.2歳になっている。30代
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は結婚や出産といったライフステージで，岐
路にたつ年齢層であると言える。また，実際
のデータをみると，いくつかの質問で 30代
に特徴的な結果が出ている。30代の結婚観
や家族観の特徴を見ることで，晩婚化や非婚
化，さらには少子化の背景にある意識を浮か
び上がらせたい。

1.　30 代の位置づけ
まず，焦点をあてる30代はどのような時代
状況に置かれているのかを概観する。この調
査での 30代は，1964年から 1973年の間に生
まれた人々である。第2次ベビーブームの世代
を含むため，人口はおよそ1,800万人で，20代
の 1,700万人，40代の 1,600万人に比べて多い。
NHKが1973年から5年毎に行っている「日

本人の意識調査」では，基本的なものの考え
方や価値観の特徴の分析をした結果，表1に
示した「第一戦後世代」「団塊世代」など 6つ
の世代区分が浮かび上がっている 5）。その区
分を適用すると，この調査の 30代は「新人類
世代」と「団塊ジュニア世代」が含まれる。

生まれ年が近い集団 =出生コーホートに
よる分類は，どういう時代に生まれたかに
よって生育環境が違い，それが世代の特徴に

どのような影響を及ぼしているのか分析する
ときの道具になる 6）。では，今回の分析の対
象となる 30代は，どのような育ち方をした
のだろうか。
30代の親の世代は，戦後の高度経済成長期

を支えた世代であり，サラリーマンの夫と専
業主婦の妻，それに 2人の子どもという家庭
が，税制など様々な場面で「モデル世帯」とし
て提示されてきた。家族社会学の落合恵美子
のことばを借りれば「家族の戦後体制」がピー
クを迎える時期である 7）。「男は外で稼いで
妻子を養い，女は家庭で家事・育児にいそし
む」といった性別役割分担の考え方が主流と
受け止められていた時代であり，父親はいわ
ば『プロジェクトX』世代，猛烈サラリーマン
として仕事に励んだ男たちである。一方で，
子育てを妻任せにして子どもと過ごす時間が
少ない父親不在という問題も指摘された。
30代の世代的特徴を考える場合，1987年

の「男女雇用機会均等法」の施行が特に女性
の意識やライフスタイルにも影響しているこ
とが考えられる。さらに 80年代後半のバブ
ル経済期を社会人として経験しているかどう
か，バブル経済崩壊後の 91年以降に社会に
出たかも一つの区切りとなるだろう。
「新人類世代」の女性は，1987年の「男女

雇用機会均等法」の第1世代として，企業の
中で総合職として働くチャンスを手にしたと
言える。その一方で，バブル経済の恩恵を受
けて就職は広き門だった中で，男女ともに旧
来の就職観に縛られずに，正規雇用ではなく，
フリーターとして働いたり，一生同じ会社に
勤めるのではなく転職を積極的に行うなど，
学校を卒業した後の働き方も多様になった最
初の世代でもある。

表1　意識構造による世代区分
年代 生年 世代区分名称

    均等法
    施行時
↓ 22 歳　　　

バブル前
社会人

　就職時 
↓氷河期 

70 歳
以上 -1933 戦争

第一戦後60 代 1934-43

50 代 1944-53 団塊

40 代 1954-63 新人類

団塊ジュニア

30 代 1964-73

20 代 1974-83 バブル後
社会人10 代 1984-93 新人類ジュニア
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2.　調査データからみた30 代の特徴
（1）結婚や子どもに関するプラス評価
結婚はプラス派が 85%

次に調査結果から浮かぶ 30代の特徴をみ
ていく。「人は結婚するのが当たり前だ」と思
うか，それとも「必ずしも結婚する必要はない」
と思うのか，どちらに考え方が近いかを尋ね
た結果，「する必要はない」が 77%で 20代と
並んで高い割合を示した。この質問は，高齢
層ほど「当たり前」と考える人が多く，70歳以
上では「する必要はない」は 19%にすぎない。
男女が結婚することを当然と考えることの

裏返しとして，中高年の中には結婚していな
いと一人前とは言えないという受け止め方が
あると言えるだろう。今の 30代は，すでに
結婚を当然と考える旧来の枠にはとらわれな
い状態になっているのである。
では，結婚を全体としてどのように評価し

ているのだろうか。結婚のプラス面とマイナ
ス面ではどちらが大きいかを尋ねた結果を図
に示した。「プラス面のほうが大きい」と「ど
ちらかというと，プラス面のほうが大きい」

をあわせたプラス派は全体で 87% であり，
年齢層による違いはさほど大きくない。とこ
ろが「プラス面のほうが大きい」と答えた割
合は高年層ほど高く，30代で「どちらかとい
うと」の割合が「プラスが大きい」の割合を上
回る。結婚を当たり前とは思わないのと同様
に，無条件に結婚はよいとは思えないという
心情がうかがえる。

幸福感を得るための条件は「家族」

今回の調査に回答してくれた 30代の 265
人（男性109人，女性156人）のうち，78%に
あたる 207人（男性71人，女性136人）が既
婚者（離死別含む）であった。さらに，この
既婚者のうち 78%が「必ずしも結婚しなくて
もよい」と答えている。
結婚するのが当たり前とは思わないけれど，
結婚のプラス面を認めていて，実際に結婚し
ている。その理由をうかがわせるデータがあ
る。「幸福感を得るための条件として特に重要
と考えるもの」という質問の結果である（表2）。
全体では「心をなごませる家族」が 46%で

最も多く，2番目は「経済的な余裕」の 32%
であり，そのほかの選択肢は少ない。こうし
た傾向は男女・年齢層別にみても共通してい
るが，30代は「家族」が 53%で全体より高く，
「経済的な余裕」が 25% で全体より低い。30
代を男女別にみると，女性で「家族」の割合
が特に高く，男性で「経済的な理由」の割合
が特に低い。
「家族」をあげた割合は，既婚の人が

65%，未婚の人は 19%で大きな差がある。
また子どもがいる人では「家族」をあげた

人が 63%，子どもがいない人では 33% で，
これも大きな差がある。結婚して家族を形成

図　結婚の評価
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することは幸福につながると考えている人が
多いのである。

結婚の最大のプラスは「家族」

結婚と「幸福感」につながる「家族」に関す
るデータをもう一つ紹介しよう。結婚のプラ
ス面を選択肢から3つまで選んでもらった（表
3）。30代で最も多かったのは「子どもや家族
を持てる」の 71%，次いで「心のよりどころが
得られる」の 56% ，さらに「好きな人と一緒
に生活できる」の 47%と続く。この 3つの項
目は 30代が全体より有意に高い。30代の男
女別にみると女性では「子どもや家族を持て

る」「心のよりどころが得られる」それに「夫
婦で互いに高めあい，人間として成長できる」
の割合が全体より高い。30代の女性は，「家
族を持てること」「心のよりどころ」「人間的
な成長」といったいわば精神的な面に結婚の
価値を見出している傾向が強いことがわかる。

パートナーの条件

では，新しく家族となる結婚生活のパート
ナーに求める条件はどんなものだろうか。結
婚相手として理想の男性の条件，つまり理
想の夫の条件をみると，全体では「性格・価
値観があうこと」が 61%，次いで「人間とし

表 2　幸福感を得るための条件（1番目）男女別・男女年層別

表 3　結婚のプラス面（3つまで複数回答）

分母=

全 体 男 性 女 性 20 代 30 代 40 代 30 代 30 代 子ども
男性 女性 既婚 未婚 あり なし

1,838 人 850 988 178 265 296 109 156 207 58 175 87
心をなごませる家族 46% 39 51 43 < 53 51 45 < 58 62 > 19 63 > 　33
経済的な余裕 32  33 31 29 25 29 23 27 24 29 25 26
やりがいのある仕事 9 12 5 11 6 7 10 > 3 4 < 12 3 < 　12
余裕のある時間 5 6 5 5 6 7 8 5 4 < 16 4 < 　12
充実した趣味 4 5 3 7 4 3 5 3 3 7 2 < 　18
快適な住居 3 3 3 3 5 2 7 3 3 < 10 3 5
社会的地位 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
その他  1 1 0 0 1 0 0 1 0 < 3 0 2
わからない，無回答 1 2 1 2 1 0 2 0 0 < 3 0 2

分母 =

全 体 男 性 女 性 20 代 30 代 40 代 30 代
男性 女性

1,838 人 850 988 178 265 296 109 156
子どもや家族を持てる 64% 59 68 58 < 71 69 61 < 78
心のよりどころが得られる 50 47 52 51 56 51 51 59
人間として成長できる 41 36 46 44 44 46 30 < 　54
好きな人と生活できる 37 40 35 48 47 > 32 59 > 　39
社会的信用が得られる 29 36 23 16 17 < 30 25 > 　11
経済的に安定する 16 9 22 15 13 < 20 7 < 　16
老後の面倒をみてもらえる 11 13 9 8 6 6 6 6
親から独立できる 8 7 9 10 7 7 5 8
家事の負担が減り，生活の上で便利になる 6 11 2 9 5 7 9 > 3
親や周囲の期待にこたえられる 5 5 4 7 5 > 2 6 5
特にプラスの面はない 2 2 1 1 2 2 4 1

網掛けは全体に比べて有意に多いことを，下線は少ないことを示す（信頼度 95%）  
>，<は 20 代，30 代，40 代の各年齢層や 30 代の男性・女性など，隣あわせの数字に有意差があることを示す（信頼度 95%）（以下同様）
※「子どもなし」については参考値（サンプル数が 87のため）
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て尊敬できること」が 45%となっている（表
4-1）。この二つは各年齢層でも 1・2番目に
多かったが，その後に続く条件の順番は年齢
層によってかなり異なっている。
30代は「性格・価値観」が 75%で他の年齢

層に比べて最も高い。2番目は「人間として
尊敬できること」が 48％で全体と同じ順だ
が，3番目には「家事・育児に対する能力や
姿勢があること」と「勤務する会社や収入が
安定していること」が 26%で並んでいる。
「収入・安定」は全体と比べても，前後の年

齢層に比べても有意に低い。一方，5番目の「家
庭第一であること」は，全体と比べても前後の
年齢層と比べても有意に高い。30代は，理想
の夫として「家事・育児」や「家庭第一」をあげ
る割合が高いという傾向は，結婚生活にきち
んと向き合う姿勢を求めていると言えよう。
一方，結婚相手として理想の女性の条件，

つまり理想の妻の条件は，夫の条件に比べる
と，男女年層別の違いが少ない。上位2つは
「価値観」「家事・育児」であり，以下「尊敬」
「自分の仕事に対する理解があること」「家庭

表 4-1　理想の結婚相手（男性）（3つまで複数回答）

表 4-2　理想の結婚相手（女性）（3つまで複数回答）

分母=
全 体 男 性 女 性 20 代 30 代 40 代
1,838 人 850 988 178 265 296

性格・価値観があうこと 61% 56 66 69 75 70
人間として尊敬できること 45 34 54 43 48 54
勤務する会社や収入が安定していること 35 35 36 34 26 < 　36
自分の仕事に対する理解があること 24 29 21 19 17 < 25
目標や夢があること 22 23 21 20 20 < 29
家事・育児に対する能力や姿勢があること 19 20 18 30 26 20
収入が高いこと 14 16 12 14 10 12
家庭第一であること 14 14 15 12 < 　20 > 　11
自分を束縛しないこと 9 9 10 9 9 9
自分と年齢がつりあうこと 8 8 8 4 5 6
身長や容姿が自分の好みであること 4 5 2 8 > 3 3
きちんとした家柄であること 4 4 4 2 3 2
学歴が高いこと 1 1 2 1 0 1
特に重視することはない 2 2 1 1 1 1

分母 =
全 体 男 性 女 性 20 代 30 代 40 代
1,838 人 850 988 178 265 296

性格・価値観があうこと 57% 59 56 67 63 69
家事・育児に対する能力や姿勢があること 45 44 46 45 51 50
自分の仕事に対する理解があること 33 36 31 27 32 33
人間として尊敬できること 32 27 37 32 38 39
家庭第一であること 24 26 22 21 25 21
目標や夢があること 18 17 19 16 14 17
自分を束縛しないこと 11 10 11 16 > 8 11
勤務する会社や収入が安定していること 9 6 11 6 7 7
自分と年齢がつりあうこと 8 10 7 8 6 4
身長や容姿が自分の好みであること 7 9 5 11 7 6
収入が高いこと 3 3 4 2 2 3
きちんとした家柄であること 3 4 3 2 2 3
学歴が高いこと 1 1 0 1 0 0
特に重視することはない 2 2 1 3 2 1
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第一」が選ばれている（表4-2）。
「夫」の条件と順位を比較すると，「仕事

の理解」が順位を上げている。「家庭第一」が
順位を上げていることとあわせて，いわゆ
る「内助の功」，「男は外で仕事，女は家で家
事・育児」という伝統的な性別役割分業意識
が残っていることを示している。
30代の女性の回答をみても，理想の「妻」の

条件に「家事・育児」をあげた割合が 55%で
全体よりも高い。また「家庭第一」をあげた割
合が 27%で，40代の女性の 17%よりも高い。

子どもから得られるものは大きい

次に，子どもを持つことについての意識をと
りあげる。子どもを持つことで得られることと
負担とではどちらが大きいかを聞いたところ，
30代を含めどの年層も，およそ9割の人が「得
られるものが大きい」と答えている。子どもを持
つことを多くの人がプラスに受け止めている。
なお，今回の調査では全体の 76%の人に
子どもがいて，30代で子どもがいる人は 66%
であった。また，子どもがいない人に「将来
子どもを持ちたいか」尋ねたところ，全体で

71%，30代で 75%が「ほしい」と答えている。
では，どんなプラス面があると考えている

のだろうか。子どもはどんな存在か，あては
まるものをいくつでも答えてもらった（表5）。
全体では「家族との結びつきを強める存在」
が 68%で最も多く，各年齢層でトップとなっ
ている。特に 30代と 40代では 75% で，全
体より高い。全体の 2番目が「仕事や人生の
励みになる存在」の 53% で，これも 30代と
40代は全体より高い。さらに 30代で特徴的
なことは，「親を成長させる存在」が 64% で
2番目に多くなっていることである。 
30代の男女別にみると「家族との結びつき

を強める」は男性が 66%，女性が 81%で，女
性で特に高い。「親を成長させる」について
も，男性の 53% は全体より高いが，女性で
は 71%で特に高い。
子どもをどんな存在と受け止めているか

は，女性の 30代で「友人などのネットワーク
を広げる」が 19% で全体より高いことなど，
幼児や小学生の子どもがいる年齢層であると
いうライフステージを反映している側面があ
る。しかし，30代は，女性を中心に「家族と

分母=

全 体 男 性 女 性 20 代 30 代 40 代 30 代
男性 女性

1,838 人 850 988 178 265 296 109 156
家族との結びつきを強める 68% 64 71 71 75 75 66 < 81
仕事や人生の励みになる 53 53 53 59 59 62 60 59
次の社会を担う 45 49 41 31 39 < 51 43 36
親を成長させる 41 33 48 46 < 　64 58 53 < 71
いざというときに頼りになる 38 30 44 20 25 29 17 < 31
老後の面倒をみてくれる 16 18 15 11 8 6 9 8
親の夢や理想を託す 13 14 12 11 10 11 10 10
財産や家業などを継ぐ 10 12 8 5 3 < 7 5 3
友人などのネットワークを広げる 10 7 12 8 13 14 5 < 19
親に社会的信用を与える 7 7 7 2 4 4 5 3
この中にあてはまるものはない 2 2 1 1 1 1 3 0

表 5　子どもはどんな存在か（複数回答）
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の結びつき」「親を成長させる」という回答
が多い一方で，「次の社会を担う」「家や家業
を継ぐ」それに「親に社会的信用を与える」と
いった項目が全体より少ないことからする
と，30代は精神的な価値を重視していると
言えるのではないか。

（2）結婚や子どもに関するマイナス評価
自由がなくなる結婚

今度は逆に，結婚や子どもを持つことに対
するマイナス面に関する意識をみていきた
い。結婚のマイナス面をプラス面と同様に 3
つまで選んでもらった（表6）。
全体でトップの「自由に使える時間が少な

くなる」は，20代から 40代の年齢層で全体
より高い割合となっている。一方，「特にマ
イナスの面はない」と答えた人は高年層ほど
多く，20代から 40代では全体より低い。若
い層ほどマイナス面を多くあげる傾向があ
る。また男女の違いが大きい。
30代の男女をみると，「自分の思い通りの
気ままな生活ができなくなる」は男性50%に

対して女性は 33%で男性のほうが高い。一方
「家事や育児の負担が増える」は女性が 36%に
対して男性は 12%，また「親せきや地域の人
との付き合いが増える」は女性が 30%に対し
て男性は 16%となっていて，女性のほうが日
常生活の具体的な負担の増加を感じている。
NHKが行った 2000年の生活時間調査では

平日の家事時間は，女性3時間49分に対して
男性32分で，その差は 3時間17分もある 8）。
日常生活の家事の負担は女性に重いのが現状
である。

行動を制約する子ども

次に子どもを持つマイナス面についての結
果を表7に示した。結婚についてのマイナス
面と同様に，高年層ほど「特にマイナスの面
はない」の割合が高く，若年層でマイナス面
を多くあげている。中でも 30代は「育児・教
育の経済的負担が大きい」をはじめ 9つの項
目が全体より高い。しかもこれらの項目はす
べて 30代の女性で全体より高い。また 40代
の女性もマイナス面で，8つの項目が全体よ

分母=

全 体 男 性 女 性 20 代 30 代 40 代 30 代 結婚の
必要なし

30 代
未婚男性 女性

1,838 人 850 988 178 265 296 109 156 204 58
自由に使える時間が少なくなる 48% 44 52 60 58 56 57 59 61 59
自分の思い通りの気ままな生活が
できなくなる 42 42 41 49 45 48 51 41 41 50

自由に使えるお金が少なくなる 29 39 20 48 40 > 30 50 > 33 46 43
家事・育児の負担が増える 25 13 36 25 26 27 12 < 36 27 16
家族扶養の責任がある 19 23 16 15 12 < 20 15 10 12 12
親せきや地域の人と付き合いが増える 18 11 24 20 24 21 16 < 30 26 36
自分の親や家族と疎遠になる 5 4 7 3 4 5 1 < 06 4 2
異性との交際が自由にできない 4 5 3 6 5 > 2 8 3 6 12
結婚することで
恋愛関係が続かなくなる 3 3 4 5 5 4 1 < 8 6 2

特にマイナスの面はない 18 23 15 7 10 12 12 9 7 5

表 6　結婚のマイナス面（3つまで複数回答）

※「30 代未婚」については参考値（サンプル数が 58 のため）
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り高いが，「行動が制限される」と「育児の精
神的負担が大きい」は 30代の女性のほうが
40代の女性より高い割合となっている。
こうしたマイナス面は，子どもがいる人で

多くあげる傾向があり，30代，40代の女性
での割合の高さは，子育てをしている実感を
反映したものと言える。しかし子どもがいな
い人で，将来子どもが欲しいと答えた人でも，
「子どもがきちんと育つか不安になる」「自由
な時間がなくなる」「行動が制限される」「育
児の精神的負担が大きい」「妊娠・出産時の
体力的負担が大きい」の 5つの項目で全体よ
り高い割合となっている。
また，「仕事が思うようにできない」につ

いては，30代の男性ではわずかに 6%に対し
て，30代の女性は 38% があげている。子ど
もがいる人に夫婦での子育ての分担を聞いた
ところ，「ほとんど妻」が 24%，「妻が中心で
夫が手伝う」が 54%，「夫も妻も同じぐらい」

が 20% などとなっていて，子育ての中心は
妻である。男性が子どもを仕事にマイナスに
なるととらえていないのは，子育ての負担を
女性が担っているからにほかならない。

3.　結婚・家族の理想と現実
結婚を決める時期

以上，30代に焦点をあてて結婚観や子ど
もを持つことに関する意識を整理してきた。 
30代は「必ずしも結婚する必要はない」と考
えながらも，実際には 4人に 3人は結婚して
いる。「結婚を当たり前」と言い切ることに
抵抗があるが，「結婚を否定」しているわけ
ではない。ただし，結婚が当然ではない以上，
「30歳までには結婚して，30代前半に子ども
を二人もうけて…」といったライフコース 9）

を標準モデルとして思い描いている人は少な
いだろう。結婚していない人に「将来結婚し
たいと思うか」と聞いたところ，20～30代で

分母=

全体 男性 女性 20 代 30 代 40 代
30 代 40 代

女性
子どもが
いる

（30 代）

将来
子どもが
欲しい男性 女性

1,838 人 850 988 178 265 296 109 156 170 175 298
子どもがきちんと育つか
不安になる 33％ 32 34 40 34 41 31 35 43 33 40

育児・教育の経済的負担
が大きい 30 29 31 31 37 41 31 42 39 38 30

自由な時間がなくなる 25 21 28 34 36 30 32 39 32 40 30
行動が制限される 22 18 26 33 34 > 　23 28 　39 > 26 37 30
育児の精神的負担が大きい 20 16 22 29 31 > 22 21 < 39 > 28 28 29
仕事が思うようにできない 17 5 27 23 25 20 6 < 38 > 32 26 19
育児の体力的負担が大きい 11 9 13 17 17 13 17 17 17 18 14
妊娠・出産時の体力的負
担が大きい 10 4 16 12 17 13 5 < 26 18 17 15

自分自身に気を使う余裕
がなくなる 8 4 10 10 11 8 4 < 15 11 13 9

離婚がしにくくなる 8 7 9 7 7 9 6 8 9 7 6
妻に負担が集中する 6 5 7 7 7 6 5 8 8 6 6
住居にじゅうぶんな
スペースがなくなる 5 5 5 1 < 7 6 4 10 8 9 2

特にマイナスになること
はない 27 31 23 11 15 19 22 > 10 15 15 12

表 7　子どもを持つマイナス（複数回答）
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は 55%，半数以上が「結婚してもいいと思え
る人が見つかれば結婚する」と答えた。「あ
る程度の年齢までには必ず結婚したい」と答
えた人は 17%となっている。
それでは「結婚してもいいと思える人」は

いずれ見つかるのだろうか。
結婚のプラス面の答えを男女別にみたと

き，30代では「子どもや家族を持てる」「人
間的成長が得られる」「経済的に安定する」
の 3つは女性が男性より高く，男性が女性よ
り高い割合だったのは「好きな人と生活でき
る」「社会的な信用が得られる」「家事が楽」
の 3つの項目である。男女が結婚に求めるも
のに違いがあることがわかった。この傾向の
違いは，女性が今の自分に「プラスα」して
くれるもの，つまり将来志向であるのに対し，
男性は，今の自分に「足りないもの」を補い
たいという現在志向があると考えられる。
一方，結婚のマイナス面に関しては，女性

は「家事・育児の負担」「親せきづきあい」な
ど今の自分の生活に「かぶさってくるもの」
を振り払いたいと思い，男性は，「自由に使
えるお金が少なくなる」「気ままな生活がで
きなくなる」といった今の生活から「減って
いってしまう」ことを避けたいという傾向が
あると言える。
30代で未婚の人が結婚を決断するのは，

それぞれの生活の中で，プラスの面を得るた
めにマイナス面を引き受ける覚悟ができたと
きと言えるかも知れない。今よりもいいと思
える「将来」が描ければ結婚を決めるのだろ
うが，これは「比較」の問題であるので，よ
りよい条件を求めて，判断を先延ばしにする
ということも当然考えられる傾向である。

子どもを持つか，もっと持つか

結婚するかどうかについて考察したこと
は，「子ども」の問題にも当てはまりそうだ。
結婚の最大のプラスが「子どもや家族を持て
る」ことであるのに，「家事・育児の負担」が
子どもを持つことのネックになっているの
は，まさに理想と現実のギャップの象徴であ
る。「子ども」は「絆」を深めてくれるが，育
てるには手間も時間もお金もかかる。
子どもを持つマイナス面について，子ども

がいない人の答えをみると「仕事を思うよう
にできない」がトップになっている。女性の
場合は，「仕事」を続けられるかどうかとい
う問題は，妊娠する段階で直面する。現在子
どもはいないが，将来欲しいと思っている人
も，「子どもがきちんと育つか不安になる」
「自由な時間がなくなる」「行動が制限される」
といったマイナス面をあげる割合が高い。
そういうマイナスをプラスがどれほど上回

るか，心情的な問題も含めて，上回るだろう
という「確信」が得られた時点で子どもを持
つのではないだろうか。
少子化の要因の 1つに夫婦間出生力の低下

があげられている。そこで，すでに子どもの
いる人に「もっと子どもを欲しいか」聞いた
ところ，30代は 39%が「もっと欲しい」と答
えた。もっと欲しいと思うか，それとも思わ
ないかを分けるものも，やはり「育児の精神
的負担」や「行動の制限」といったマイナスを
どの程度感じるかに関係する問題であろう。
社会学者の赤川学は『子どもが減って何が

悪いか !』の中で，「少子化は生活や豊かさに
対する期待水準の向上によって不可避的に生
じるから，それは食い止めようがない」と述
べている 10）。多くの人が子どもを持つことに
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よるプラスよりもマイナスのほうが大きいと
感じているならば，赤川の指摘のように少子
化は食い止めようがないということになる。
これまでは「妻」となり「母」となるなら当

たり前に受け入れられてきた「自分の行動を
制限する」ということが，これから子どもを
産む世代には強い負担と感じられる。そうな
ると，「子どもがいる生活にはあこがれるけ
れど，私には無理 !」「子どもは欲しいけれど，
いないほうがましな生活ができる。1人ぐら
いならなんとか…」という結論が導き出され
ることもおおいにあり得る。

おわりに
家庭や男女のあり方に関する考え方や価値
観は大きく変化してきていることが，「日本人の
意識調査」で明らかになっている。その変化は，
女性のほうが男性に比べて早くあらわれていて
変化の幅も大きい 11）。今の 30代は「男は仕事，
女は家事・育児」という旧来の性別役割分担の
意識が薄まっていく中で育ち，「男女雇用機会
均等法」の施行の前後に働きだした世代である。
これまでみてきたように，特に 30代の女

性は結婚や子どもを持つことに精神的な価値
を感じているものの，現実の結婚生活や子育
てにはマイナスを強く感じている。理想のラ
イフコースについて尋ねた結果をみると，30
代女性の 38%は「結婚し，子どもを持ちなが
ら働き続ける」=「仕事と家庭の両立」をあ
げていて，「結婚を機に退職しその後は家庭
に専念する」は 6%にすぎない。しかし実際
は主婦が 46% を占めており，女性にとって
は，「男は仕事，女は家事・育児」か「男は仕事，
女は仕事と家事・育児」かの選択を迫られて
いるのである。

今回焦点をあてた 30代の親の世代の夫婦
のあり方を「家族の戦後体制」と呼んだ落合
は，団塊の世代は「分業しながらも対等な人
間関係の家族をつくる」という近代家族の理
念を実現しようとしたが，それはけっして理
想郷の実現ではなかったと指摘している 12）。
これからの社会の中核を担っていく若い世
代が，「男は外，女は内」という枠の中で生活
水準を維持しようとするのか，それとも「男は
外，女は内と外」という枠組みからも解き放た
れ，「仕事も家事・育児も，協業で対等」という
新しい家族をつくっていく先駆けとなるのか。
今後の日本社会のありようを左右する1つのポ
イントになると言えよう。　     （やまだ　あき）
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